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論文の内容の要旨

　本論文は，流体力学に現れる3次元，圧縮性，粘性，熱伝導性流体の運動を記述する密度，速度，絶対温度の

5つの未知関数に対する非線形方程式系の線形化方程式系を考察の対象として，外部領域におけるこの線形化方

程式系の初期境界値問題の解の局所エネルギーの時問に関する減衰評価を与えている。

　ここで考察している非線形方程式系に対する全空間及び外部領域における時間大域（強）解の一意存在は，十

分に小さい初期値に対して，Matsu狐ura－Nishidaによって証明されている（1983年）。さらに彼らは，全空問の

場合に，時問無限の近傍での解の漸近挙動を考察している。外部領域に対しても，Decke1nickが解の漸近挙動を

考察しているが（1993年），全空問の場合に対応する結果を得るためには，線形化方程式系の解の局所エネルギー

のより正確な減衰評価が必要となる。

　本論文は4つの章からなり，第1章において，有界領域における線形化方程式系の定常問題について考察して

いる。対応する作用素のレゾルベント集合及びレゾルベントの性質を詳しく調べている。

　第2章において，全空聞における定常問題のレゾルベントのなめらかさを，フーリエ解析及び

Matsumura－Nishidaによるスペクトル解析の方法（1979年）を用いて考察している。

　第3章において，外部領域における線形化作用素のレゾルベントの性質を調べるために，第1章，第2章，で

得られた有界領域及び全空問での結果を用いて，レゾルベントが全空間の場合と同様の性質を持つことを示して

いる。

　第4章において，第3章の結果を用いて非定常線形化方程式系の外部領域における解の局所エネルギーの減衰

評価を求めている。解は半群を用いて表すことができ，半群は定常問題のレゾルベントのラプラス変換で与えら

れることより，時間が十分経過したときの解の漸近挙動は，主にレゾルベントの原点の近傍（低周波領域）での

挙動によって決定される。このことを用いて，第3章で得られたレゾルベントの評価から，局所エネルギーの減

衰評価を与えている。
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審査の結果の要旨

　流体力学に現れる3次元，圧縮性，粘性，熱伝導性流体の運動を記述する非線形方程式系の外部問題の解の時

問無隈における漸近挙動に関して，今まで十分な結果が得られていなかった。対応する線形化方程式系の解の局

所エネルギーの正確な減衰オーダーがこの論文によって初めて与えられ，この結果から非線形方程式系の解の漸

近挙動が得られるものと期待される。本論文において用いられている手法は，著者らがこれ以前の研究において

開発・発展させてきたものであり，この分野において高く評価されている。さらに，この手法を適用することに

よって新しい結果が得られるものと期待される。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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